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練　習　問　題

82ステップアップシート　社会５

1

　　日本の国土・気候の特色と人々のくらし1
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114

天気と気温の変化　159� 晴れた日に同じ場所で，地面，地面から３０の
深さの土の中，地面から６０の深さの土の中の温
度をそれぞれはかり，右の図のようなグラフに表
しました。これについて，次の問いに答えなさい。　⑴�　地面から６０の深さの土の中の温度の変

へん

化
か

を
表しているのは，ア，イのどちらですか。

�
（　　　）　⑵�　地面の温度の変化のしかたがいちばん大きい

のはなぜですか。理由をかんたんに書きなさい。� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
10� よく晴れた日に，１日の気温，地温，太陽
の高さをはかり，右のようなグラフに表しまし
た。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴�　Ａ〜Ｃのうち，太陽の高さの変化を表して
いるのはどれですか。� （　　　）　⑵�　地温がもっとも高くなっているのは何時ご
ろですか。� （　　　）　　ア　１１時ごろ

　　イ　１２時ごろ
　　ウ　１３時ごろ
　　エ　１４時ごろ
　⑶　１０時の気温は何℃ですか。�

（　　　　　　　　）
　⑷�　太陽の高さがもっとも高くなる時こくと，地温がもっとも高くなる時こくには，何時間のずれがあり
ますか。次から選び，記号で答えなさい。�

（　　　）
　　ア　約１時間　　　イ　約２時間　　　ウ　約３時間　　　エ　約４時間　⑸�　太陽の高さがもっとも高くなる時こくと，気温がもっとも高くなる時こくには，何時間のずれがあり
ますか。次から選び，記号で答えなさい。�

（　　　）
　　ア　約１時間　　　イ　約２時間　　　ウ　約３時間　　　エ　約４時間　⑹�　太陽の高さがもっとも高くなる時こくと，気温がもっとも高くなる時こくにずれがある理由として，
もっとも適切なものはどれですか。次から選び，記号で答えなさい。� （　　　）

　　ア　空気が太陽の光によって直
ちょく

接
せつ

あたためられるのに時間がかかるから。　　イ　空気は，太陽の光によってあたためられた地面からの熱によってあたためられるから。　　ウ　太陽が少し低い位
い

置
ち

にあるほうが，空気はよくあたためられるから。　　エ　太陽の高さの変化と気温の変化にはまったく関係がないから。　⑺�　晴れた日の気温の変化は，くもりや雨の日とくらべるとどのようになっていますか。次から選び，記
号で答えなさい。�

（　　　）
　　ア　気温の変化は大きくなる。
　　イ　気温の変化は小さくなる。
　　ウ　気温は同じように変化する。
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天気と気温の変化　13

・3⑵太陽高度と地
面のあたたまり方

4�〈太陽の高さと地温〉　右の図は，
太陽の高さと地面が太陽からの熱を
受ける面積との関係を表したもので
す。この図について説明した，次の
文の①〜③の｛　　｝の中から正しい
ことばを選び，それぞれ記号で答え
なさい。

�
①（　　　）　②（　　　）　③（　　　）　　太陽の高さが高いほど，一定量の光のたばが地面をてらす面積が ①｛ア　大きく　　イ　小さく｝�なる。そのため，一定の面積の地面が受ける熱の量が ②｛ウ　多く　　エ　少なく｝�なり，温度も ③｛オ　高く　　カ　低く｝�なる。

5�〈気温と地温のグラフ〉
　　ある晴れた日に，太陽の高さ，
気温，地温を１時間おきにはかっ
てグラフにしました。次の問いに
答えなさい。

　⑴�　太陽が南
なん

中
ちゅう

したときの高さは
およそ何度ですか。次から選び，
記号で答えなさい。�（　　　）

　　ア　４０度　　　イ　４８度　　　ウ　５０度　　　エ　５５度　　　オ　６２度　⑵�　地温の変化を表すグラフは，ア，イのどちらですか。� （　　　）　⑶�　気温がもっとも高くなっているのは何時ごろですか。�（　　　　　　　　）　⑷�　地温がもっとも高くなったとき，地面が受ける熱の量と地面から出ていく熱の量には，どのような関係がありますか。かんたんに書きなさい。� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6�〈天気と気温の変化〉
　　ある連続する２日間の気温
の変化を調べたところ，右の
図のようなグラフになりまし
た。この２日間のうち，１日
は晴れ，もう１日は雨だった
ことがわかっています。

　⑴�　晴れていたのは１日目，
２日目のどちらですか。

� （　　　　　　　　）
　⑵�　⑴で，そのように答えた
のはなぜですか。理由をかんたんに書きなさい。� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�）

・南中…真南にくる
こと。

・地温は１３時ごろに，
気温はそのあと１
時間後くらいにも
っとも高くなる。

・4天気と１日の気
温の変化
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1�〈雲と天気〉　雲と天気について説
せつ

明
めい

した次の文のうち，正しいものをすべて選
えら

び，記号で答えなさい。�
（　　　　）　ア　雲

うん

量
りょう

が８のとき，天気は晴れである。
　イ　快晴とは，空にまったく雲がないときだけである。　ウ　くもりとは，空全体が雲におおわれているときだけである。　エ　雲量を決めるときには，雲のあつみは考えなくてもよい。

2�〈気温のはかり方〉　右の図は，気温などを正しくはかるためのそう置
ち

です。次の問いに答えなさい。
　⑴　このそう置を何といいますか。�（　　　　　　　）　⑵�　このそう置の中に温度計を入れるとき，温度計の球部は，地面から何くらいの高さにすればよいですか。�

（　　　　　　　）　⑶�　このそう置は，どのような場所に置
お

かれていますか。次から選び，記号で答えなさい。�
（　　　）　　ア　コンクリートの上　　　イ　砂

すな

場
ば

の上　　　ウ　しばふの上　⑷�　このそう置のとびらは，どの向きについていますか。次から選び，記号で答えなさい。�
（　　　）　　ア　東向き　　　イ　西向き　　　ウ　南向き　　　エ　北向き　⑸�　このそう置全体が白色にぬられているのはなぜですか。理由をかんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　⑹�　このそう置のまわりがよろいどになっているのはなぜですか。理由をかんたんに書きなさい。
� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3�〈太陽の高さと地温〉　右の図のように，２つ
の温度計の球部に同じ量の土を同じあつさ，同
じ面積になるようにおおい，日光にあてて温度
の変

へん

化
か

を調べました。折
お

れ線
せん

グラフは，その結
けっ

果
か

を表したものです。次の問いに答えなさい。
　⑴�　太陽から受ける熱の量は，ア，イのどちら
が多いですか。

�
（　　　）　⑵�　折れ線グラフのＡは，ア，イのどちらの結

果を表したものですか。
�

（　　　）

・雲量によって天気
は決められている。

・とびらを開けたと
き，日光がさしこ
まないようにつく
られている。

・日光に直角に置い
たほうが，熱の量
は多くなる。

白いペンキ

よろい戸

日光に直角
に置く

温度計
フォーム
ポリスチレン

水平に置く

土
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Ｂ
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春のようす　�

1�〈春のころ〉　次の文のうち，春の生物のようすを表した文に○を，そうでないものには×を書きなさい。
　⑴　アブラナの花が，畑一面にさいている。� （　　　）　⑵　池で，ヒキガエルがたまごを産んでいる。� （　　　）　⑶　野原に，タンポポやスミレがさいている。� （　　　）　⑷　緑色だった木の葉が，黄色くなって落ち始めた。� （　　　）　⑸　モンシロチョウが，コブシの花のまわりを飛

と

んでいる。� （　　　）　⑹　ムギの穂
ほ

が，黄色くうれている。�
（　　　）　⑺　ウメやジンチョウゲの花がさきだした。� （　　　）　⑻　ハクチョウが，日本から北の国に向かってわたっていく。� （　　　）　⑼　雑

ぞう

木
き

林の中で，カタクリやフクジュソウがさいている。� （　　　）　⑽　ヘチマの実がじゅくして，たねができている。� （　　　）

2�〈春の植物〉　下の 　 は，春のころに花がさく植物です。次の⑴〜⑶にあてはまるものに分け，３つずつ記号で答えなさい。　⑴　木にさく花�
（　　　）・（　　　）・（　　　）　⑵　花だんにさく花�
（　　　）・（　　　）・（　　　）　⑶　野原にさく花�
（　　　）・（　　　）・（　　　）

　ア　サクラ　　　　イ　クロッカス　　　　ウ　モクレン　エ　スミレ　　　　オ　タンポポ　　　　　カ　チューリップ　キ　モモ　　　　　ク　レンゲソウ　　　　ケ　ヒヤシンス

3�〈春の動物〉　次の文は，春のころの動物のようすを表しています。（　　）にあてはまるものを下の 　 から選
えら

び，記号で答えなさい。　⑴　アブラナの花のみつをすいに（　　　）が集まってくる。　⑵　川ではうまれたばかりの（　　　）が，むれで泳いでいる。　⑶　空の高いところでは，（　　　）がさえずっている。　⑷　のき下に（　　　）がどろで，すをつくっている。　⑸　トンボになる（　　　）が，水草につかまっている。　⑹　ツツジの花に（　　　）が，みつをすいに集まっている。

　ア　ツバメ　　　　イ　アメンボ　　　　　ウ　メダカ　エ　ヒバリ　　　　オ　ザリガニ　　　　　カ　ヤゴ　キ　ウグイス　　　ク　アゲハチョウ　　　ケ　ミツバチ

・葉が緑から黄，赤
に変

か

わるのは秋の
ころである。

・ムギの穂が見られ
るのは初夏である。

・身のまわりの花だ
んや野原には，ど
んな花がさいてい
るだろうか。図か
んなどで調べてみ
よう。

・夏によく見られる
こん虫は，春のう
ちはまだ成虫にな
っていないものが
多い。

　　問題基本

�

　⑵　オタマジャクシ
　　�　たまごからかえったオタマジャクシは水中で
生活し，えらでこきゅうする。オタマジャクシ
がカエルになるまでの日数は，水温やえさ，カ
エルの種類によってちがう。ヒキガエルでは水
温が１３℃〜１５℃のときは，およそ７０日くらいで
カエルになる。カエルは水中と陸

りく

上
じょう

の両方で生
活し，肺

はい

やしめった皮
ひ

ふでこきゅうする。

4　春に見られる魚，鳥
　⑴　メダカ
　　�　メダカは，水温が２０℃以上で昼の長さが１３時間をこえると産卵を始める。関東地方では５月の初めごろであるが，水温が２５℃くらいのときもっとも活動がさかんになる。たまごは直

ちょっ

径
けい

１．５㎜くらいの球形で，水温が２５℃くらいのときは，１０〜１２日でふ化する。　⑵　サケ
　　�　秋に川の上流でふ化したサケの稚

ち

魚
ぎょ

は，川を下って海に向かい，春の終わりごろに河
か

口
こう

にたどりつき，海へ出る。そして，数年後にふたたびもとの川にもどり，その川の上流でたまごを産
う

む。　⑶　わたり鳥
　　�　ツバメ・カッコウなど，春になり南の国から日本へわたってくるわたり鳥を夏

なつ

鳥
どり

という。また，ハクチョウ・ガン・カモのように，日本で冬をこして春に北の国にわたる鳥を冬鳥という。　⑷　ウグイス・ヒバリなど
　　�　冬の間，山から平地に下りてくるが，春になると山にもどり，産卵をしてひなを育てる。

5　春の天気
　⑴　春の天気
　　�　１月〜２月は５℃くらいであった気温は，４月には１０℃〜１５℃くらいにまで上がる。晴れの日と天気の悪い日が数日おきにくり返され，気温の変化も大きい。
　⑵　気温・地温・水温をはかる
　　①�　気温……地上１．２〜１．５くらいの風通しのよい場所で，温度計に直しゃ日光があたらないようにしてはかる。
　　②�　地温……温度計の液

えき

だめがかくれるくらいに土をかけて，温度計に直しゃ日光があたらないようにしてはかる。　　③�　水温……温度計を水中につけたままではかる。

黒色

白色 たまご

えらになる部分

おになる部分

ふ化 後ろあし

カエルの成長

0 5 10 15 20 25 30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　りつ水温とメダカのふ化率
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80
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0

ふ
化
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水温　　

ツバメ ウグイス

25
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5

0

日なた
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（東京，5月，午前10時ごろ）（℃）

日なたと日かげの温度

気温 水温 地温
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基　本　問　題

MJ小学理科まとめ_上巻_本体_初校.indd			7

2021/02/15			9:07

1 天気と雲

⑴　雲量と天気
空全体を 10 としたとき，雲がおおっている割

わり

合
あい

を雲量という。雨や雪などがふっていないと

きの天気は，雲量によって次のように決められ

ている。
雲量 0 ～ 1 ：快晴

雲量 2 ～ 8 ：晴れ

雲量 9 ～ 10：くもり
⑵　雲の種類
雲は，できる高さや形によってわけられてい

る。そのうち，雨をふらせるのは，おもに積乱

雲（入道雲）と乱層雲（雨雲）である。

　①積乱雲

　・ 夏の晴れた日の空にもくもくと高く大きく広がる雲。

　・せまいはんいに，短時間に大量の雨やひょうをふらす。

　・強い風がふく。

　・かみなりを発生させ，地上にかみなりが落ちることもある。

　②乱層雲

　・低く空全体に広がり，一定の形がない雲。

　・低い空に発生するので，高い建物や山をかくすことがある。

　・広いはんいに，強くない雨を長時間ふらす。

⑶　雲と天気
天気は雲の量や雲が動くことで変わっていく。

2 天気予報

⑴ 　日本付近の雲の動きを見ると，西から東へ動いている。雲の動きにともなって天気も西から東へ変

わっていくことが多い。

【参考】日本付近の上空にはいつも強い西風がふいている。この西風を偏
へん

西
せい

風
ふう

という。偏西風のえいきょ

うで雲が西から東に動き，天気も西から東に変化する。

　　　　うん　　　　　　くも　　

けん雲（すじ雲）
せきらんうん　　にゅうどうぐも　　

積乱雲（入道雲）

こうせきうん　　　　　　　　ぐも　　

高積雲（ひつじ雲）
らんそううん　　あまぐも　　

乱層雲（雨雲）

　　　　うん　　　　　　くも　　

けん雲（すじ雲）
せきらんうん　　にゅうどうぐも　　

積乱雲（入道雲）

こうせきうん　　　　　　　　ぐも　　

高積雲（ひつじ雲）
らんそううん　　あまぐも　　

乱層雲（雨雲）

　　　　うん　　　　　　くも　　

けん雲（すじ雲）
せきらんうん　　にゅうどうぐも　　

積乱雲（入道雲）

こうせきうん　　　　　　　　ぐも　　

高積雲（ひつじ雲）
らんそううん　　あまぐも　　

乱層雲（雨雲）

　　　　うん　　　　　　くも　　

けん雲（すじ雲）
せきらんうん　　にゅうどうぐも　　

積乱雲（入道雲）

こうせきうん　　　　　　　　ぐも　　

高積雲（ひつじ雲）
らんそううん　　あまぐも　　

乱層雲（雨雲）

2   天気の変化

学習内容

天気の変化1 ● 天気と雲
● 天気予報
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練　習　問　題

❖ 要点チェック 　   次の問題に答えなさい。

❖ 要点チェック 　   次の問題に答えなさい。また、（　　）にあてはまることばを答えなさい。

❖ 要点の整理 

①　わが国の、畑・田・牧草地・果
か

樹
じゅ

園
えん

のうち、最も耕地面積が広いの

はどの耕地ですか。

②　わが国でつくられている穀
こく

物
もつ

のうち、最も多く生産されているもの

は何ですか。

③　東北地方や北海道の太平洋側でよくおこる冷害をもたらす、千島海

流の上空をふく冷たい北東風を何といいますか。

④　香
か

川
がわ

県の讃
さぬき

岐平野では、干
かん

害
がい

にそなえて何がたくさんつくられてい

ましたか。

⑤　海や湖などに堤
てい

防
ぼう

をつくって水をくみあげて干
ほ

し、土地を作ること

を何といいますか。

⑥　土地の性質や気候に合わせたり、味をよくしたりするために、新し

い品種をつくり出すことを何といいますか。

⑦　日本の米ぐら（穀
こく

倉
そう

地帯）とよばれ、1 年間の生産量が最も多い地

方はどこですか。

⑧　北海道で稲
いな

作
さく

がさかんな平野はどこですか。

⑨　日本の米の消費量は、年々ふえていますか、それともへっていますか。

⑩　米の作付面積をへらして生産量をおさえるために行われた国の政
せい

策
さく

を何といいますか。

練　習　問　題

❖ 要点チェック 　   次の問題に答えなさい。

❖ 要点チェック 　   次の問題に答えなさい。また、（　　）にあてはまることばを答えなさい。

❖ 要点の整理 

1 〈日本の米づくり〉　次の問題に答えなさい。

⑴　右のグラフは、日本の耕地面積について、畑・牧草地・

田・樹
じゅ

園
えん

地
ち

の割
わり

合
あい

を A ～ D としてしめしたものです。

田にあてはまるものを A ～ D から選び、記号で答えな

さい。 （　　）

⑵　日本で稲作がさかんになった理由を次から 2 つ選び、

記号で答えなさい。 （　　）　（　　）

ア　日本は春から秋にかけて高温・多
た

湿
しつ

となり、米づくりに適しているから。

イ　日本には畑にむいた土地が少なく、水田しかつくれなかったから。

ウ　日本は 1 年中温度が高いので、米以外の作物がつくりにくいから。

エ　日本の政府が、国民の主食として米づくりを保護してきたから。

2 〈米づくりのさかんな地いき〉　日本各地の米づくりについて、

次の問題に答えなさい。

⑴　右のグラフは、米の地方別生産量を表したグラフです。グラフ

の A にあてはまる地方を答えなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　）

⑵　冷害を受けやすい地方はどこですか。2 つ答えなさい。

（　　　　　　　　　　　　　）　（　　　　　　　　　　　　　）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

（2025/26年版「日本国勢図会」より）

C
13.7

D
5.8

B
26.2

A
54.3％

28.5％

中部
21.3関東

15.5

九州
9.6

近畿
8.1

北海道
7.7

中国
6.5

四国
2.8

A

（2025/26年版「日本国勢図会」より）

6   わたしたちの食生活と米づくり
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Ｗ小６算数Ｂ

氏  

名
・クラス・

得  

点
50

１

⑴

⑵

⑶

（10分）

２

⑴

⑵

⑶

３

⑴

⑵

― 6 ―

１　右の図は，点Ｏを対称の中心とする点対称な図形です。（各 6 点）⑴　点Ａに対応する点はどれですか。

⑵　辺BCに対応する辺はどれですか。
⑶　BOと長さが等しい線はどれですか。

２　右の図は正六角形で，線対称な図形です。直線ℓを対称の軸とするとき，次の問いに答えなさい。（各 6 点）⑴　点Ａに対応する点はどれですか。

⑵　辺BCに対応する辺はどれですか。
⑶　アの角の大きさは何度ですか。

３　右の図で，三角形ABCは，三角形DECの拡大図です。　（各 7 点）
⑴　三角形 ABC は，三角形DEC の何倍の拡大図ですか。

⑵　BEの長さは何 cm ですか。

確認テスト6

Ａ

O
B

C

D

E

F

Ａ ℓ

B

C ア

D

E

F

Ａ

D

B
E 5cm

4cm

12cm

C

180

1500

8

0.8

24 cm

4200 円

300 mL

600 × 0.3 ＝ 180 (円)

60 ÷ 0.04 ＝ 1500 (　)

20 ÷ 5 ＝ 4 
□ ＝ 2 × 4 ＝ 8 1.8 ÷ 9 ＝ 0.2 

□ ＝ 4 × 0.2 ＝ 0.8

白いテープの長さを □cm とすると，2 ： 3 ＝ 16 ： □
□ ＝ 3 ×（ 16 ÷ 2 ）＝ 24 (cm)

定価は仕入れ値の1.4倍にあたる。 3000 × 1.4 ＝ 4200 (円)

3000 円

①
0.4

600 mL
兄

たかし
兄の飲んだ残りは全体の 1 －     ＝ たかしの飲んだ残りは，その  1 －     ＝ 　にあたるから，
全体の 　 ×     ＝ 　にあたる。
600 ×    ＝ 300 (mL)

1
3

2
3

1
4

3
42

3 3
4

1
21

2
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　次の にあてはまる数を答えなさい。

1　794－476＝

2　32×26－344÷8＝

３　31.8÷5.2＝ あまり （商を
1

10
の位

くらい

まで求め，あまりも出しなさい。）

４　3
6

7
＋2

4

7
＝

５　3
3

8
－1

7

8
＝

６　（ －32）×18＝234

1

─ 2─13Ｓ5Ｊ─ 5 ─ 1─

W 小５算数 Ｂ
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